
悠 と々青空を泳ぐ
 道の駅原鶴・ファームステーションバサロ前で泳ぐ約 200 匹のこいのぼり

＼ 5月13日（木）まで／

新型コロナウイルスの感染拡大防止の

ため、掲載している内容は変更・中止も

ありえますので、必ずご確認ください。

02　市ホームページ リニューアル

04　令和 3 年度 市の予算

08　前向き子育て

　　 5 月 5 日～ 児童福祉週間

10　令和 3 年度 区会長一覧　

30　新型コロナワクチン情報　

令和 3年

No.358

2021

5月
合併号



１２３４５
5

市
公
式
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

　

今
で
は
国
民
の
約
9
割
が
利
用
す
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
。
利
用
率
の
増
加
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、
そ
の
果
た
す
役
割
は

以
前
と
比
べ
て
格
段
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
自

治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
市
で
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
令
和

3
年
３
月
30
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
新
し
い
情

報
発
信
の
場
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

よ
り
便
利
に
身
近
に

　

こ
れ
ま
で
の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
公
開
か

ら
の
10
年
間
で
増
加
し
た
情
報
量
に
対
応
で
き

る
構
成
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
一
人
ひ
と
り

の
ウ
ェ
ブ
環
境
が
違
う
こ
と
や
誰
に
と
っ
て
も

利
用
で
き
る
よ
う
な
配
慮
が
不
十
分
で
し
た
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

な
ど
の
新
し
い
閲
覧
端
末
や
、
各
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
へ
の
柔
軟
な
対
応
も
課
題
で
し
た
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
、
誰
も
が
見
や
す

く
、
分
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
のつ

の
ポ
イ
ン
ト

「
あ
さ
く
ら
」
ら
し
さ
を

感
じ
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン

　

朝
倉
市
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
を
基
本
に
、
シ

ン
プ
ル
で
優
し
い
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。

　
　
　

目
的
の
情
報
を
す
ぐ
に
得
ら
れ
る

サ
イ
ト
構
成

　

記
事
を
探
す
人
の
視
点
に
立
ち
、
コ
ン
テ
ン

ツ
の
分
類
方
法
を
見
直
し
ま
し
た
。

市
の
魅
力
を
強
力
に
発
信
す
る

個
別
ペ
ー
ジ

　

市
が
力
を
入
れ
て
い
る
事
業
を
強
く
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
に
個

性
を
持
た
せ
ま
し
た
。

閲
覧
端
末
を
選
ば
な
い
デ
ザ
イ
ン

　

パ
ソ
コ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
も
ス
ト
レ
ス
な
く
閲
覧

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

誰
で
も
見
や
す
く
、

使
い
や
す
い
サ
イ
ト
構
成

　

ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
（JIS

 X
 8

3
41-

3
:2

016
 A

A

）
に
準
拠
し
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
な
ど
心
身
に
制
約
の
あ
る
人
に
も
見
や
す

く
、
使
い
や
す
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
目
指
し
ま

し
た
。

　朝倉市の風景や特産品などの写真を、トップページ上部に

大きく配置。写真は自動でスライドします。白の背景に、緑を

基調としたシンプルなデザインで、色の統一感も持たせました。

 スマートフォンやタブレット端末から閲覧する場合は、表示が

切り替わり、見やすくなりました。欲しい情報にたどり着きや

すくするため、サイト構成を見直したほか、ニーズに対応した

新機能を追加しました。

ここが課題

・朝倉市らしさがない。

・トップページに情報が多く、欲しい情報

が一目で探しにくい。

・必要性が高い情報が目立たない。

・パソコンで見ても、スマートフォンで見

ても同じ画面で、特にスマートフォンか

ら見た場合、見にくい。

・音声読み上げソフトで、情報を正しく読

み上げられない表記が含まれている。

Before

After

 市総合政策課情報化推進係（ 22-1111、内線 61-325）

欲しい情報にたどり着くために

　「サイト内キーワード検索」では、大きな検索窓からキーワード検

索。おすすめキーワードもあり、すぐに見たいページにアクセスす

ることができます。よく見られているページは「アクセスランキン

グ」で表示。アイコンを整理した「ライフシーンから探す」では、利

用者の状況に合わせた検索もできます。

　「催しカレンダー」で、直近の催しものなどを

一目で確認することができます。市が特に力

を入れている事業や旬な情報などは「バナー」

や「注目情報」にまとめています。

　パソコン・スマートフォンともに、画面をスク

ロールしても、検索窓やグローバルメニュー

が必ず表示されるのも便利なポイントです。

　市内外の人々が朝倉市のことを知り、好き

になってもらうため、「移住定住サイト」もリ

ニューアル。視覚的に目を惹
ひ

くようなデザイ

ンになっています。

まだまだあります！ 新機能

・誰にとっても見やすく分かりやすい配慮・工夫がされた「ユニバー

サルデザインフォント」を使用しています。

・文字サイズや背景色を自分が見やすいように変更することがで

きます。

・言語を英語、韓国語、中国語へ切り替えることができます。画面上

部から言語を選択するだけで、自動で翻訳した画面を表示します。

・災害時など緊急時は、トップページが緊急時用の画面に切り替

わります。

・各ページに SNS のボタンを設置。簡単にシェアやツイートがで

きます。

・全ページが暗号化通信に対応する「https://」で始まる URL に

変わり、情報セキュリティが向上しています。

新しい市ホームページをご活用ください▲
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地方創生と国土強
きょうじん

靭化を推進するとともに、復旧・復興を着実に進めるための予算

379億3000万円

一般会計歳入

市税
67 億 4727 万 7 千円
（17.8％）

分担金・負担金
使用料・手数料
5 億 8059 万 7 千円
（1.5％）

諸収入・
自主財源その他
65 億 6555 万円
（17.3％）

地方交付税等（臨財債含む）
78 億円（20.6％）

国庫支出金
51 億 7935 万 6 千円
（13.7％）

市債（臨財債除く）
22 億 5780 万円
（5.9％）

依存財源その他
18 億 2453 万 5 千円
（4.8％）

県支出金
69 億 7488 万 5 千円
（18.4％）

歳入

379 億

3000 万円

自主財源（36.6％）

依存財源（63.4％）

個人市民税 法人市民税 固定資産税

軽自動車税 たばこ税 入湯税

入湯税

たばこ税

軽自動車税

固定資産税

法人市民税

個人市民税

10 憶円

20 憶円

30 憶円

40 憶円

50 憶円

60 憶円

70 憶円

80 憶円

平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度
0

（見込）（見込）

70億
3765万円

71億
7904万円

72億
7203万円

74億
637万円 69 億

288万円
67 億
4728万円

平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度
（見込）（見込）

100憶円

0

200憶円

300憶円

400憶円

地方債現在高のうち交付税措置割合

271 億
2132 万円

296 億
4911万円

311 億
9030 万円

314 億
5770 万円

340 億340 億
251251万円万円

344 億344 億
74187418 万円万円

79.7％79.7％ 79.5％79.5％80.2％80.2％ 80.6％80.6％ 78.8％78.8％ 78.0％78.0％

会計名
予算等金額

（千円）

前年比

（%）

住宅新築資金等

貸付特別会計
6,123 -10.5

簡易水道特別会計 5,070 +5.8

国民健康

保険

特別会計

事業勘定 7,116,129 -1.9

直営診療

施設勘定
291,238 -4.4

後期高齢者医療

特別会計
956,696 +1.1

介護保険特別会計 6,025,687 -0.8

工業用地造成事業

特別会計
617 -9.0

【市税】市民税や固定資産税、軽自動車税など
【地方交付税】国税として徴収した所得税・法人税・酒税などの一定割合が、市の財政状況に応じて配分される
【国庫支出金・県支出金】国の委託や市の事業に対して、国や県から交付される補助金・負担金・委託金など
【市債】公共事業の資金調達のための国や金融機関などからの借入金
【扶助費】社会保障制度の一環として、高齢者、児童、心身障がい者などに支援するための経費
【人件費】議員報酬、職員給与など　　　【公債費】借り入れた市債の元利償還金
【災害復旧費】災害で被災した施設などを復旧するための経費
【民生費】安定した社会生活を保障するための経費。児童・老人福祉・生活保護・その他社会福祉費など

用

語

説

明

歳
入

特別会計

 市総務財政課（ 28-7598）

一般会計歳出【性質別グラフ】

歳出

379 億

3000 万円

扶助費
55 億 6989 万 8 千円
（14.7％）

人件費
50 億 3585 万
3 千円
（13.3％）

公債費
30 億 2214 万
7 千円
（7.9％）

普通建設事業費
41 億 7826 万 2 千円
（11.0％）

災害復旧費
73 億 7506 万 9 千円
（19.5％）

物件費
39 億 8195 万
2 千円
（10.5％）

繰出金
27 億 857 万 8 千円
（7.2％）

補助費
40 億 3329 万 6 千円
（10.6％）

その他
20 億 2494 万 5 千円（5.3％）

義務的経費（35.9％） 投資的経費（30.5％）

その他の経費（33.6％）

一 般 会 計

予算予算
令 和 3 年 度令 和 3 年 度

一般会計歳出【目的別グラフ】

歳出

379 億

3000 万円

民生費
94 億 4630 万 4 千円

（24.9％）

災害復旧費
73 億 7506 万 9 千円

（19.5％）

土木費　
33 億 1039 万

3 千円

（8.7％）

公債費　
30 億 2060 万

4 千円

（8.0％）

その他
6 億 1337 万 7 千円

（1.6％）

消防費　消防費　
11 億 959 万円11 億 959 万円

（2.9％）（2.9％）

衛生費　
23 億 3747 万 3 千円

（6.2％）

教育費　
22 億 4659 万

6 千円

（5.9％）

農林水産業費　
22 億 7594 万

6 千円

（6.0％）

総務費
61 億 9464 万 8 千円

（16.3％）

和
3
年
度
は
、
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
、
移
住
・
定
住
施
策
や
少
子
化

対
策
な
ど
「
地
方
創
生
」
事
業
に
取
り
組
み
つ
つ
、
地
域
の
防
災
・
減
災

対
策
な
ど
の
「
国
土
強
靭
化
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
住
ま
い
の
再
建
を
加
速

さ
せ
復
旧
・
復
興
を
着
実
に
進
め
る
た
め
の
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
５
２
３
億
３
１
５
６
万
円
。

前
年
度
と
比
べ
て
、36
億
5
８
８
５
万
5
千
円（
６
・
５
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
通
常
事
業
が
約
8
億
円
減
額
と
な
り
、
さ
ら
に
災
害
関
連

事
業
が
、
災
害
復
旧
事
業
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
に
よ
り
約
26
億
円
減
額
と
な
っ
た
た
め
、
全
体

と
し
て
は
前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
34
億
7
千
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

令令

歳
出

　　　自主財源・市税の減少

　市が自ら確保できる財源「自主財源」は、138 億 9342 万 4000

円（前年度比 6 億 6598 万 8000 円、4.6% 減）で歳入全体の

36.6% です。

　市税は、新型コロナウイルス感染症や固定資産税の評価替えな

どの影響が見込まれることから、前年度比 4 億 2959 万 8000円、

6.0% 減となっています。

　依存財源の減少

　地方交付税は、67 億円（前年度比 5000 万円、0.7% 減）で、

地方交付税の不足を補てんする臨時財政対策債は、11億円（前

年度比 4 億 8000 万円、77.4% 増）となりました。臨時財政対策

債を除く市債は、22 億 5780 万円（前年度比 6 億 3630 万円、

22.0％減）です。

　国県支出金は、災害関連事業の進捗により121億 5424 万

1000 円（前年度比 26 億 5231万 2000 円、17.9％減）です。

　市債残高は増加

　令和 3 年度末の市債残高見込は約 345 億円です。返済額より

借入額が大きく、残高は増加していますが、後年度に地方交付税に

より措置されるものが多いため、実際の市の負担はその措置分を除

いた金額となります。

Pick up

市税収入の推移

市債残高の推移

　　　義務的経費の減少　

　義務的経費とは、市の運営に必ず必要な費用のことで、家計では

食費や医療費などの生活費にあたるものです。

　議員報酬や職員の給料などの「人件費」、社会保障経費の「扶

助費」、市の借金の返済金である「公債費」の 3 つの義務的経費は

136億2789万8000円（前年度比1億2483万7000円、0.9%減）

となり、一般会計歳出の 35.9%を占めています。

　「人件費」は令和 2 年度国勢調査に伴う調査員報酬が無くなった

ことなどにより減少しています。また、「扶助費」は児童手当給付費

などの減、「公債費」は前年度に繰上償還したことにより減少してい

ます。

Pick up

次ページで

令和 3 年度の主な事業を紹介

▼ ▼ ▼

市の動き　令和3年度予算編成
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次代につなぐ良好な環境の保全

　森林環境整備事業 65,371 千円

豊かな地域資源を活かした産業、
観光の振興

　 百人一首全国中学生大会で行う

　 市の PR 事業
1,050 千円

　 有害鳥獣駆除委託 4,758 千円

　 小石原川ダムコア山活用事業 6,000 千円

　 小石原川ダムふれあい公園

　 整備事業（ダム関連事業）
96,000 千円

　 木和田親水公園整備事業

　 （ダム関連事業）
135,182 千円

快適で住みよい都市基盤の充実

　 立地適正化計画策定 8,835 千円

　 お試し居住体験事業 1,668 千円

　 移住定住推進事業

　 （PR 動画作成、空き家利活用等）
14,000 千円

　 移住定住支援事業 5,000 千円

　 西鉄バス甘木営業所

　 周辺整備事業
19,310 千円

災害や危機に強く、
安全・安心が実感できる暮らしの実現

　 避難行動要支援者名簿整備事業 177 千円

　 消防団運転免許取得補助事業 2,000 千円

　 耐震性貯水槽設置事業 16,000 千円

新

人がつながり、
支えあう活力ある地域社会の創造

　 第４次男女共同参画推進計画

　 策定事業
―　千円

　 地域コミュニティ活動支援事業 58,602 千円

令 和令 和 33 年 度年 度笑顔があふれ、将来に夢や希望をもち
飛躍できる子どもの育成

　 こども医療費支援 193,000 千円

　 あさくら“縁”結び応援事業 3,833 千円

　 結婚新生活支援事業 12,000 千円

　 前向き子育て応援事業 2,771 千円

　 スクールソーシャルワーカーの配置 4,122 千円

　 学校運営協議会事業 1,530 千円

　 学校 ICT 支援員配置事業 23,761 千円

　 放課後活動事業 2,027 千円

　 平塚川添遺跡公園開園 20 周年

　 記念事業
390 千円

　 スポーツ少年団支援事業 1,490 千円

生涯にわたる学び、活動の推進

　 農地災害復旧事業

　 農業用施設災害復旧事業

296,196 千円

3,385,269 千円

　 林道災害復旧事業 148,150 千円

　 農地改良復旧事業 1,387,754 千円

　 被災者支援事業 88,200 千円

　 農地改良復旧土づくり事業 500 千円

　 九州北部豪雨被災産地復興

　 加速化支援事業
33,590 千円

産業・経済振興

　 防災拠点施設整備事業 226,000 千円

　 防災公園整備事業 40,000 千円

　 耐震性貯水槽設置事業 200,000 千円

　 治山事業 17,000 千円

　 道路橋りょう災害復旧事業 836,042 千円

　 河川災害復旧事業 1,372,358 千円

　 急傾斜地崩壊対策事業 28,000 千円

安全な地域づくり

継

 　すまいの再建促進宅地分譲事業 77,270 千円

　 被災地域交流活動支援事業 3,330 千円

　 地域支え合いセンター運営事業 7,675 千円

　 宅地耐震化推進事業 145,100 千円

　 住宅嵩上げ等浸水対策促進事業 30,000 千円

　 定住促進住宅整備事業 156,038 千円

すまいと暮らしの再建

…新規事業新 …拡充事業拡

…継続事業継

　今年度当初予算の主な事業を紹介します。

主な事業

市の動き　令和 3年度予算編成

 市総務財政課（ 28-7598）

新

新

新

新

新

新

透明性・効率性の高い
持続可能な行財政運営

　 RPA（※）導入事業 5,200 千円

　 企業版ふるさと納税事業 374 千円

　 ふるさと応援寄附金事業 824,673 千円

新

新

拡

新

拡

新

1

2

4

5

6

7

8

9

復旧
復興1

復旧
復興2

復旧
復興3

・

・

・

・

・

・

・

・

・

拡

新

・

誰もが健やかで、
いきいきと暮らせる保健福祉の充実3

　 特定健診継続受診者自己負担無料化 3,500 千円

　 若年者健診 165 千円

　 小児・AYA 世代がん患者

　 在宅療養生活支援
648 千円

　 地域密着型施設整備補助事業 38,958 千円

　 福祉タクシー助成事業 7,094 千円

　 医療的ケア児等在宅レスパイト事業 1,080 千円

　 生活困窮者自立支援事業 14,626 千円

新

新

新

新

拡

新

拡

・

新

新

継

継

・

・

・

拡

拡

拡

拡

拡

拡

拡

継

継

・

新

新

新

▲百人一首大会 ▲小石原川ダムコア山

▲被災者向けの宅地を分譲する旧志波小グラウンド

▲完成した久喜宮防災拠点施設

※人の代わりに業務を行う自動化ツール

拡

新
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前
向
き
子
育
て
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

市
で
は
令
和
2
年
度
か
ら
、
子

育
て
中
の
親
の
不
安
解
消
に
役
立
て

て
も
ら
う
た
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

発
祥
の
「
前
向
き
子
育
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
ト
リ
プ
ル
Ｐ
）」
の
普
及
・
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
随
時
、

講
座
を
開
き
、
育
児
に
悩
む
親
に
対

し
具
体
的
な
子
育
て
の
技
術
を
伝
え

て
い
ま
す
。
前
向
き
子
育
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
は
、
子
ど
も
の
発
達
を
促
し

つ
つ
、親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

子
ど
も
の
行
動
へ
の
対
処
法
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
親
子
に
合
わ
せ
た
方
法

に
変
え
て
い
く
た
め
の
考
え
方
や
具

体
的
な
子
育
て
技
術
を
学
ぶ
育
児
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

受
講
者
の
声

　

令
和
2
年
度
に
前
向
き
子
育
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
講
座
を
受
講
し
た
人

の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
自
分
だ
け
で
な
く
周
り
の
方
々
も

前
向
き
子
育
て
を
知
っ
て
も
ら
え
た

ら
、
こ
の
講
座
の
内
容
を
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
で
生
か
せ
る
と
思
い
ま
す
」

　
「
こ
れ
か
ら
も
子
育
て
に
困
っ
た
時

に
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し

な
が
ら
頑
張
り
た
い
で
す
。
実
践
的

な
講
座
で
よ
か
っ
た
で
す
」

　
「
講
座
名
の
と
お
り
子
育
て
に
対
し

て
少
し
前
向
き
に
な
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
困
っ
た
と
き
は
積
極
的
に

周
り
の
方
た
ち
を
頼
り
な
が
ら
子
育

て
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

今
年
度
も
、
継
続
し
て
保
護
者

向
け
講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
幼
稚
園
や
保
育
所
、
小

学
校
で
の
保
護
者
向
け
講
演
会
な
ど

に
も
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。
企
画
さ

れ
る
際
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

前
向
き
子
育
て

　
　
　
　

応
援
事
業

前向き子育て！

子育てサポーターの皆さん

あ
な
た
の
家
庭
で
で
き
る

　
「
里
親
制
度
」
が
あ
り
ま
す

子育て
応援！

5月5日～11日は児童福祉週間

子育てはいろいろな人の力と共に

少しでも困ったら相談ください！
〇子育て相談センターあさくらっこ

28-7340
〇朝倉市家庭児童母子相談（市子ども未来課内）

22-1112
〇つどいの広場（旧寿楽荘内）

080-6439-1851
〇生い立つ子育て支援センター（生い立つ保育園内）

24-5203
〇ひろにわ子育て支援センター（ひろにわ保育所内）

080-8352-4178

やさしい
社会の絆

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
保
護
者
の

も
と
で
生
活
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
を
、
家
庭
で
養
育
す
る
公
的
制

度
を
「
里
親
制
度
」
と
い
い
ま
す
。

中
で
も
「
養
育
里
親
」
は
養
子
縁

組
の
必
要
も
な
く
、
数
日
間
の
短

期
間
養
育
も
可
能
で
す
。
里
親
手

当
や
専
門
相
談
員
の
配
置
な
ど
、

経
済
的
な
負
担
や
未
経
験
の
不
安

に
も
対
応
で
き
る
な
ど
、「
や
っ
て

み
た
い
」
を
実
現
で
き
る
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
体
制
が
あ
り
ま
す
。

　

も
っ
と
知
り
た
い
、
知
人
・
友

人
に
教
え
た
い
な
ど
、
里
親
に
興

味
が
あ
る
人
は
話
を
聞
い
て
み
ま

せ
ん
か
？

「
養
育
里
親
」
説
明
会

「
里
親
っ
て
ど
ん
な
制
度
？
」、「
里

親
に
な
る
た
め
に
は
？
」
と
い
っ
た

声
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
日
時
…
随
時

※
個
別
に
日
程
を
調
整
し
行
い
ま

す
。

 
 

福
岡
県
里
親
支
援
機
関

Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
［
０
９
４
２
ー
７
７
ー

３
３
８
８
（
福
岡
県
里
親
養
育
包

括
支
援
事
業
受
託
）］

＼私たちがサポ
ートします／

＼私たちがサポ
ートします／

　ひとり親世帯支援のため、新たな給付金支給を実施します。

■対象…次のいずれかに該当する人

①令和 3 年 4 月分の児童扶養手当受給者

②公的年金等の受給により、令和３年 4 月分の児童扶養

手当の支給を受けていない

③新型コロナの影響で家計が急変するなど、収入が児童

扶養手当の受給者と同じ水準となった

■支給額…児童１人当たり５万円

■支給手続き
①に該当…申請不要で受取可能です

②または③に該当…申請が必要です

  市子ども未来課（ 28-7568）

 厚生労働省コールセンター（ 0120-400-903）

子育て世帯生活支援特別給付金

ひとり親世帯支援

ファミリー・サポート・センターあさくらでは、

・子育てのお手伝いをする 「みまもり会員」

・手助けをして欲しい 「お願い会員」

・お手伝いもしたいし、手助けもして欲しい 「どっちも会員」

を募集しています。

　子どもの預かりや送迎など、子育て相互援助活動を行っ

ています。子育てのお手伝いをしたい人は、講座に参加し

て、これまでの経験や知識を地域で生かしてみませんか？

■日時…６月15日（火）・17日（木）・22日（火）・24日（木）・

29日（火）　各日とも10 時～16 時10 分

■場所…朝倉地域生涯学習センター

※託児あり。詳しくはお問い合わせください。

 ファミリー・サポート・センターあさくら事務局（ 24-0055）

募集します！
子育てサポーター養成講座

▲ホームページ

はこちらから

　子どもたちは、学びや遊びの環境が変化し、多くのストレス

を抱えています。子どもたちの取り巻く現状を学び、私たちが

できることを再確認する講演会です。

■日時…6月16日（水）19 時～20 時 20 分（予定）

■場所…ピーポート甘木 中ホール　

■参加費…無料（申込不要）

※手話通訳あり

 市文化・生涯学習課（ 22-2348）

「コロナ禍における子どもの現状と、
　　　　　　　　私たちができること」

子どもの明日を考える

■講師…重永侑紀さん

（にじいろグループ代表）

【プロフィル】
1999 年に「にじいろ CAP」

を設立し、子どもたちが「安

心安全」に成長するための

プログラムを確立する。年間

650 回を超える講演を行う。

各地の児童養護施設で自分や

友だちを大切にするための授

業を行い、約1万人の子ども

たちにワークショップを実施。

　
　
令
和
2
年
度
の
講
座
で
は
、
前
向

き
子
育
て
の
具
体
的
な
対
応
な
ど
を

紹
介
し
ま
し
た
。

▶

  市子ども未来課（ 28-7568）

▲詳しくは

こちらから
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令和 3 年度令和 3 年度  朝倉市  朝倉市のの区会長区会長をを紹介紹介しますします 　地区の代表として、市と市民のパイプ役となり、市の依頼事項の伝達や広報紙の配達など、地区のお世話をして

いただく、朝倉市の新しい区会長を紹介します。１年間よろしくお願いします。（敬称略）

 市総務財政課文書法制係（ 28-7597）

福田地区

鳩 胸 金 子 義 郎

小 田 本 村 井 上 隆 嗣

春 大 里 洋 一

小 田 正 信 小 嶋 正 幸

小 隈 林 田　　 満

平 塚 永 露 文 博

中 寒 水 長 野 三 男

倉 吉 原 野 晴 宣

白 鳥 和 佐 野 福 信

蜷城地区

林 田　 鎌 崎 穂 積 末 吉

金 丸 三 笠 義 美

徳 渕 三 笠 清 志

八 重 津 木 下 和 美

下 長 田 荻 野 嗣 彦

町 荻 野 順 司

藤 島 羽 野　　 学

中 小 路 大 楠 謙 二

上 畑 　 楓 豊 原 厚 司

中 空 閑 徳 浩

片 延 舟 木 秀 喜

鵜 木 西　　 和 義

四 郎 丸 大 楠 隆 行

古 江 林 田 晴 夫

坂 井 田 中　　 学

・

・

三奈木地区

上 三 奈 木 石 川 久 仁 親

川 原 手 島　　 滋

下 三 奈 木 手 島 博 行

角 枝 団 地 月 俣 利 幸

下 万 願 寺 青 栁　　 實

長 畑 豊 原 賢 一

十 文 字　 櫨 畑 西　　 英 喜

上 櫨 畑 武 田 誠 治

久保鳥・六本松 石 橋 敏 之

城 篠 原 泰 男

荷 原 後 藤 道 夫

矢 野 竹 橋 本 輝 夫

屋 形 原 森 　 豊

板 屋 窪 田 秀 治

・

秋月地区

上 野 鳥 柳　　 政 任

下 野 鳥 井 手 祐 爾

浦 泉 馬 場 繁 德

今 小 路 瀬 尾 光 明

魚 町 平 田 健 一

秋 月 中 町 内 田 孝 治

新 富 井 上 信 之

石 原 井 上 正 一

馬田地区

牛 木 矢 野　　 均

千 代 丸 飯 田 光 資

東 田 川 原 弘 文

馬 田 柴 田 裕 隆

上 浦 井 上 和 明

下 浦 辻　　 敏 一

草 水 八 尋 雄 次

中 原 早 野 秀 樹

上秋月地区

田 代 手 島 久 夫

山 見　 仲 仁 鳥 川 上　　 勉

仁 鳥　 日 向 石 本 田 德 幸

長谷・川端・首渕 谷 口 勝 義

出町・浦泉・野添 馬 場 保 彦

中村・光月・片峯 馬 場 信 一

小 原　 弓 削 小 川 幸 三 郎

松 丸　 原 田 内 田 輝 行

下 戸 河 内 山 﨑 康 夫

・

・

・

・

安川地区

長 谷 山 森 本 英 夫

女 男 石 木 村 英 雄

千 手 井 上 茂 則

甘 水 山 﨑 晶 夫

楢 原 佐 野 正 博

隈 江 内 田 隆 夫

下 渕 １ 平 山 直 伸

下 渕 ２ 舟 木 義 美

持 丸 二 宮 國 義

宮野地区

山 後 足 立 富 士 夫

上 須 川 天 野 武 男

尾 西 岩 下　　 浩

来 光 寺 田 中 保 則

長 安 寺 矢 野 忠 德

下 須 川 星 野 照 房

八 坂 新 野 祥 二

立 野 井 上 敏 生

中 宮 野 濱 地 正 行

落 合 石 井　　 豊

下 町 服 部 利 夫

上 比 1 大 竹 秀 樹

上 比 2 德 永 利 明

下 比 仲 山 博 文

新 道 深 見 幸 司

烏 集 院 佐 藤 光 明

高木地区

宮 園 薙 野 泰 孝

馬 場 林　　 利 則

北 小 路 矢 野　　 稔

疣 目 口 林　　 正 勝

元 の 目 岩 下　　 斊

佐 田 田 代 大 山 源 次

木 和 田 安 陪 廣 重

安 谷 手 嶋 源 五

地 下 手 嶋 富 與

藪 手 嶋 直 樹

仏 谷 月 俣 敏 一

西 原 鬼 塚 博 志

黄

金川地区

上 屋 永 釡 堀　　 始

西 屋 永 吉 井 隆 光

下 屋 永 井 上 勝 廣

桑 原 牟 田 俊 典

田 島 竹 井 俊 行

中 島 田 手 島 信 行

牛 鶴 綾 部 茂 明

黄

美奈宜の杜地区

美 奈 宜 の 杜 1 永 末　　 敦

美 奈 宜 の 杜 2 塚 本 利 昭

美 奈 宜 の 杜 3 德 田 廣 司黄

朝倉地区

恵 蘇 宿 櫻 木 和 雄

山 田 江 藤 信 義

菱 野 足 立 安 雄

三 島 半 田 康 之

久 重 田 中 裕 一

下 古 毛 １ 熊 谷 正 和 

下 古 毛 ２ 池 田 明 久  

下 古 毛 ３ 田 中 廣 俊

松末地区

池 ノ 迫 熊 谷　　 隆

星 丸 正 信 髙 倉 敏 明

獺 ノ 口 高 倉 幸 德

立 梶 原 一 徳

真 竹 小 川　　 正

小 河 内 中 村　　 亨

松 末 本 村 伊 藤 新 造

石 詰 小 ノ 上 喜 三

中 村 井 手 邦 博

乙 石 佐 藤 達 美

赤 谷 山 口 周 二

大福地区

西 入 地 西 川 政 志

東 入 地 柳 原　　 保

入 地 中 町 石 松 福 美

東 中 町 武 内 藤 雄

多 々 連 高 瀬 愛 造

田 中 田 邊 悦 朗

上 寺 重 光　　 篤

東 長 渕 井 上 博 之

西 長 渕 平　　 俊 宏

上 の 原 吉 田 宗 秋

乙 王 丸 丸 山 顯 雄

善 光 寺 大 内 田 敏 秋

十 文 字 椿　　 正 樹

三 寺 鶴 川 利 行

中 央 星 野 忠 男

小 塚 矢 野 伸 二

大 角 師 岡 清 二

余 名 持 羽 野 里 見

立 出 半 田 睦 弘

石 成 大 熊 勝 美

志波地区

志 波 上 町 児 玉 憲 司

志 波 中 町 日 野 泰 信

下 町 森 高 秀 暉

宮 舟 梶 原 康 広

高 山 小 林 敏 生

志 波 原 鶴 冨 田 栄 一

塚 原 久 保 山 英 二

尾 迫 小 嶋 常 雄

梅 ヶ 谷 梶 原 弘 隆

道 目 木 梶 原 壽 則

平 榎 日 野 和 広

松 葉 宿 里 新 一

政 所 渕 上 良 仙

笹 尾 森 高 孝 夫

杉 馬 場 佐 々 木 義 夫

杷木地区

穂 坂 秦　　 正 清

林 田 吉 岡 昭 夫

東 林 田 時 川 清 美

西 林 田 渋 谷 俊 二

新 浜 舍 川 茂 久

白 木 石 井 千 里

上 池 田 井 手 正 德

下 池 田 田 中 昭 弘

杷 木 上 町 白 石 雅 夫

東 町 末 石 陽 一 郎

中 央 通 河 津 幸 吉

西 町 馬 田 惠 治

大 山 日 野 調 栄

杷 木 団 地 永 田 茂 光

久喜宮地区

古 町 養 父 正 春

久 喜 宮 上 町 藤　　 玄 洋

久 喜 宮 中 町 江 渕 一 三

新 町 眞 鍋 昌 和

久 喜 宮 原 鶴 青 木　　 茂

若 市 石 井 親 義

上 げ 梶 原 友 美

杷 木 古 賀 梅 野 勝 義

寒 水 満 生 直 樹

浜 川 梶 原 俊 宏

立石地区

相 窪 北 嶋 利 哲

柿 原 山 口　　 彰

堤 田 中 博 之

来 春 中 尾 隆 則

一 木 窪 山 未 津 夫

頓 田 藤 井 崇 司

古 賀 水 城 慶 和

柿 添 海 田 邦 彦

一 木 団 地 森 山 和 人

甘木地区

水 町 天 尾　　 隆

旭 町 上 野 春 樹

菩 提 寺 薙 野 隆 二

琴 平 町 郷 原 有 二 郎

七 日 町 上 野　　 隆

八 日 町 松 岡 正 博

八 幡 町 釡 堀 正 勝

馬 場 町 江 藤 八 州 德

三 福 町 石 井 英 利

本 町 德 田 昌 明

四 重 町 篠 原 俊 次  

四 日 町 吉 塚 英 夫

上 新 町 三 浦 久 典

下 新 町 上 野 信 之

恵 比 須 町 髙 良 竹 美

県営恵比須団地 伊 藤 由 可

山 領 町 佐 野 雄 次

高 原 町 田 中 又 博

庄 屋 町 相 川 貞 巳

上 二 日 町 興 膳　　 浩

下 二 日 町 花 野　　 博

川 端 町 藤 本 広 喜

川 原 町 佐 藤 孔 晴

天 神 町 玉 城 正 德

横 内 町 西 依 信 幸

泉 町 花 田 眞 嘉

新 河 町 尾 畑 吉 彦

神 田 町 桒 野 種 義

双 葉 町 花 田　　 滿

大 内 町 内 田 壽 雄

後 藤 町 丸 林 健 二
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